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プリンタ管理ユーティリティ （PAU） インストールマニュアル バージョ
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 保証 

 

シャープ株式会社は、できる限り正確で有用な文書を作成するためにあらゆる努力をしてきていますが、その
内容に関しいかなる保証をするものではありません。本文書に含まれている情報はすべて予告なく変更される
ことがあります。シャープは本取り扱い説明書のご利用で生じたまたは利用に関係するあらゆる直接損害また
は間接損害に対して責任を負いません。 

 © Copyright SHARP Corporation 2004. 無断複写・転載を禁じます。事前による書面による許可なく複
製、改変、翻訳をすることは著作権法下での許可事項を除き禁止されています。 

 

 商標について 

 PAU はシャープ株式会社の登録商標です。 

 Microsoft Windows、MS-DOS、Windows NTは米国のMicrosoft Corporationの米国およびその他の
国における登録商標です。 

 IBM、PC/ATは米国International Business Machines Corporationの登録商標です。 

 Pentiumは米国Intel Corporationの登録商標です。 

 その他、本文所の中で記載されている会社名や商品名は各社の商標または登録商標です。 

 注意 

 プリンタ管理ユーティリティをご使用になる前に以下の文書をお読みください。それらはCD-ROMの中に含まれ
ています。 

 [はじめにお読みください] - プリンタ管理ユーティリティに関する最新情報について記載しています。 

 [ユーザーガイド] - プリンタ管理ユーティリティの使用方法について記載しています。 

 
[オンラインヘルプシステム] - インストール後のプリンタ管理ユーティリティの使い方について詳しく記載してい
ます。 

 

 第1章 はじめに 

 概要 

 プリンタ管理ユーティリティは、シャープ製複合機（MFP）のデバイス管理能力を提供いたします。 



 
プリンタ管理ユーティリティ4.0はウェブサーバ上で起動するウェブベースのアプリケーションです。ウェブブラウ
ザはエンドユーザ用のインタフェース機構です。前のバージョンのプリンタ管理ユーティリティはウィンドウズ上
で動作するアプリケーションでウェブブラウザを必要としません。 

 

 プリンタ管理ユーティリティを使用するための必要項目 

 ブラウザクライアント： 

 セキュリティを「中」に設定し、Internet Explorer 6.0以降 

 ジャバスクリプト及びクッキーを有効にし、Netscape 7.0以降 

 ウェブサーバ要件： 

 Microsoft インターネットインフォメーションサーバ 4.0、5.0、または6.0 

 Microsoft VBScript 5.0 

 Microsoft Windows NT Server 4.0 (SP 6)、 

 Microsoft Windows 2000 Server (SP 2)、 

 Microsoft Windows 2000 Professional (SP2)、 

 Microsoft Windows XP Professional (SP1a) 

 ハードウェア： 

 Pentium III 600MHz 

 256 MB RAM 

 空きディスクスペース350MB 

 ハードウェア要件は使用法に依存します。大量のMFPを管理する場合は追加のシステムリソースが必要にな
る可能性があります。 

 
スクリプト遮断機能を持ったウィルス対策ユーティリティが動作している場合には、スクリプト遮断機能を停止さ
せる必要があります。 

 

 2章 インストール及びアンインストール 

 インストールをする前に以下を実行しなければなりません。 

 

 

マイクロソフトIIS(インターネットインフォメーションサービス)バージョン4.0(NT4のみ) 、5.0または6.0をイン

ストールしてください。マイクロソフトIISをWindowsのコンポーネントの追加と削除ウィザードを使用して、コン

トロールパネルから無料でインストールすることができます。IISをインストール後、マイクロソフトのウェブサイト

から最新のIISセキュリティアップデートをインストールすることは重要であることにご注意ください。もしIIS6.0
がこのマシンにインストールされているのであれば、IISマネージャの「ウェブサーバ拡張」フォルダの「アクティ
ブサーバーページ」の状態を「許可」に変更してください。もしクライアントマシン上でスクリプトをブロックするよ

うなウイルス対策ユーティリティが動作しているとき場合には、PAUはそのマシン上で正常に動作しません。 

 

 

 

 



 

プリンタ管理ユーティリティの保護された機能へのアクセス権を有するユーザのためにウィンドウズセキュリティ
グループを作成または特定しなければなりません。プリンタ管理ユーティリティ機能の中にはユーザがプリンタ
管理ユーティリティのその他のユーザに影響を及ぼす可能性のある方法でシステム設定を変更できるものがあ
ります。これらの機能は保護された機能と呼ばれています。インストール時、ウィンドウズセキュリティグループ
はプリンタ管理ユーティリティ保護された機能へのアクセス権を有するように設定されています。選択されたグ
ループのメンバーのユーザだけが保護された機能を使用することができます。 
 

 

 プリンタ管理ユーティリティCD-ROMからインストールするには： 

 PAUをCD-ROMからインストールするには、サポートウェブサイトからダウンロードし、展開してCD-ROMに焼
き付けます。コピーする際に、全てのファイルはファイルの名前やパスを変更してはいけません。 

 
上記に列記したプレインストールステップを終了したら、CD-ROMを挿入し、インストールの指示に従ってくださ

い。CD-ROMをドライブに挿入すると、自動的にインストールプログラムが開始されます。プリンタ管理ユーティ
リティをインストールする前に、その他アプリケーションをすべて閉じてください。 

 
プリンタ管理ユーティリティをインストール後に、コンピュータの再起動が必要な場合があります。これはOSおよ
びどのようなコンポーネントが以前にインストールされていたかによります。通常の再起動が許可されないよう
なサーバに対してプリンタ管理ユーティリティをインストールしてはなりません。 

 インストール時の注意 

 ソフトウェアの場所 

 

プリンタ管理ユーティリティソフトは、デフォルトでは、インストール中に別のドライブまたはフォルダを指定しない

限り、お使いのデフォルトブートドライブ（通常はCドライブ）にある「C:\Program Files\Sharp\DSMC」という
名前のフォルダにインストールされます。インストールされたサーバからプリンタ管理ユーティリティを開始する
には、スタート→プログラム→プリンタ管理ユーティリティメニューでインストールされているプリンタ管理ユーテ
ィリティのショートカットをご使用ください。プリンタ管理ユーティリティを離れたところからアクセスするには、ウェ

ブブラウザのURL入力欄に以下のようなURLを入力し、プリンタ管理ユーティリティのメインページを開いてくだ
さい。 

 例: ''http://192.168.1.102/PAU'' 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

  



 オンラインヘルプ 

 
オンラインヘルプはプリンタ管理ユーティリティタスクを実行するための情報及び指示を与えるものです。プリン
タ管理ユーティリティを使用中にメイン画面にある「ヘルプ」リンクをクリックすることで、オンラインヘルプにアク
セスすることができます。 

 FAT及びNTFSファイルシステム 

 
プリンタ管理ユーティリティはこれらのマイクロソフトファイルシステムタイプのいずれかに対応しています。シャ

ープは最も強力なシステムパフォーマンス及び最強のセキュリティを提供するためにNTFSファイルシステムを
ご使用になることをお勧めいたします。 

 

 プリンタ管理ユーティリティの削除： 

 
プリンタ管理ユーティリティを削除するには、ソフトウェアをアンインストールするためのウィンドウズの手順に従
ってください。 

 1.ウィンドウズのスタートボタン、設定、コントロールパネルをクリックしてください。 

 2.アプリケーションの追加と削除アイコンを選択してください。 

 3.指示に従うと、プリンタ管理ユーティリティを削除します。 

 
プリンタ管理ユーティリティの削除を完了するには、コンピュータを再起動する必要があります。削除を実行する
と設定情報をすべて削除いたします。設定情報を継承するにはアップグレードを実行してください。 

 

 プリンタ管理ユーティリティの更新： 

 
プリンタ管理ユーティリティ（バージョン4.0以降）を現在の設定及びデバイスデータを失うことなく最新バージョ
ンにアップグレードするには、通常のインストール処理に従い、アップグレードインストレーションオプションを指

定してください。バージョン4.0より以前のバージョンからのアップグレードには後方互換性がありません。 


